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Vues de Tokyo. 
Asakusa et

 ancienne demeure 
du seigneur Shimazu 

devenue le Mitsui 
Club en 1910 dans 

le quartier de Mita. 
Page extraite 
 de l'album de 

voyage d'Antoine 
Bechetoille.

東京風景。
A. ベシュトワルの

旅行アルバムより抜粋。
上段左より
浅草寺本堂、

五重塔、宝蔵門、
下段左より

芝居町、1910年に
三井倶楽部となった

三田の旧佐土原藩邸。

Carte postale 
écrite dans le train allant 

 à Fukui le 28 mars 1910.
1910年3月28日、福井に向かう

列車の中で書いた葉書

Enoshima. 
江ノ島
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い。一部の日付は葉書に記されている。ところが、
子孫が所蔵する銀塩写真アルバムは、写真の一枚
一枚に正確な説明書きが添えられているにもかか
わらず、日付が一つもない。これらの写真はガラス
乾板からプリントされたものである。写真愛好家で
あったアントワーヌ・ベシュトワルは日本旅行と言う
またとない機会のために、このガラス乾板の取り扱
いを自ら行ったのである。二人の旅人はパリ北駅を
発ちベルリンに向かい、モスクワ、シベリア、満州を経
てウラジオストックに到着し、敦賀行きの客船リベリ
ア号に乗り込む。妻に充てた一通目の葉書は、その
文面から二人が1910年2月15日に敦賀で下船して

間もなく書かれたことが分かる（葉書参照）。次に二人
は列車で東京（新橋駅）まで行き、横浜行きに乗り換
える。二通目の葉書の日付は2月18日。この日は、ピ
ラ家にて友ジルベール、ビュイッスー、ゲランと昼食
を共にしたと報せている（葉書参照）。このピラ家はリ
ヨンで絹製品製造業を営む名門一族で、横浜にご
く早期から支店を構えていた。翌日、久米がアント
ワーヌ・ベシュトワルを皆と引き合わせるため原三
溪のもとに連れて行くと、原は三溪園と名付けた美
しい庭園で彼を歓迎する宴を盛大に催す。三溪園
は原の所有地に造成され、その一部（外苑）が1906
年より一般公開されていた。アントワーヌは新製糸

場建設計画への助言を惜しみなく与え、配置図に
関しては、新しい機械の導入を進言する。翌日以降
は富岡等各地の製糸場の商用視察を観光に織り
込みながら、首都東京を皮切りに鎌倉、江ノ島、富
士山、日光、中禅寺湖、京都、奈良、大津、神戸等を
巡っていく日本探訪の旅である（写真参照）。
1910年3月28日、アントワーヌ・ベシュトワルは

同伴者久米と共に横浜に別れを告げ、福井に向
かう（葉書参照）。大勢の友が二人を見送るために
花束、贈り物を携えプラットフォームに詰めかけ
る。40日を超える滞在が終わった。二人は神戸に
戻り、メッサジュリー・マリティム社の運航するポ
リネジアン号に乗り込む。香港、サイゴン、シンガ
ポール、コロンボ、アデン、スエズ、ポートサイドに
寄港し、マルセイユで下船した二人は兄ジャン、弟
ジョゼフ、妻、長男ヴィクトール（5歳）、長女シェット
（3歳）の出迎えを受ける。アントワーヌは家族や
友のために日本土産を数多く持ち帰るが、自分の
ための刀、掛け物、着物、甲冑、陶器等、日本の装
飾工芸品も忘れてはいなかった。これらは全て
子孫たちが形見として分け合い、今でも大切に
保存している。アントワーヌ・ベシュトワルは旅先
から妻に書き送った葉書のなかの一枚で「長い
手紙を一通送る」と告げているが、彼の手による
書簡は残念ながらまだ見つかっていない。（続く）

富岡風景
左より
「大通り」
同上
「原製糸場」

左より
「製糸場の銅加工
職人クラブ」
「桑畑」
「浅間山に沈む夕日」

Temple Higashi Honganji, 
Kyoto. 京都東本願寺

Marchands de charbon de bois de 
Kawamata, Gunma. 川俣（群馬県）の炭売り
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